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11
月
16
日
、名
張
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
ア
ス
ピ
ア
に
お
い
て「
新
入
社
員
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、社
会
人
経
験
が
比
較

的
浅
い
若
手
人
材
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
り
、企
業

の
人
材
育
成
と
企
業
の
発
展
を
目
的

に
、例
年
春
に
開
催
し
て
い
る「
新
入

社
員
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
」の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
の
研
修
と
し
て
、今
回
初
め
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、様
々
な
企
業
か
ら
勤
務
歴

数
年
以
内
の
20
代
～
30
代
男
女
15
名

が
参
加
。（
株
）ｉ
Ｇ
Ｏ
の
小
林
京
美
代

表
を
講
師
に
迎
え
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
中
心
と
し
た
研
修
に
取
り
組
み
、

終
了
後
の
参
加
者
か
ら
は「
こ
れ
か
ら

の
仕
事
の
進
め
方
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」、「
日
頃
か
ら
意
識
し
て
活
か
し
て

い
き
た
い
」と
い
っ
た
意
見
が
多
く
あ

が
り
ま
し
た
。

　

名
張
商
工
会
議
所
で
は
、今
後
も

人
材
育
成
を
通
じ
て
企
業
発
展
に
つ

な
が
る
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画・実
施
し
て

参
り
ま
す
の
で
、社
員
研
修
や
福
利
厚

生
の一
環
と
し
て
是
非
ご
参
加
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

新入社員フォローアップ
研修を開催
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去
る
、
11
月
10
日
（
火
）
に
食
品

商
業
・
総
合
商
業
部
会
合
同（
参
加

者
33
名
）
に
よ
り
、「
神
戸
ハ
ー
バ

ー
ラ
ン
ドum

ie

（
ウ
ミ
エ
）
」
と

「
新
開
地
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

「
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ドum

ie

（
ウ
ミ
エ
）
」
は
神
戸
を
代
表
す
る

海
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
神
戸

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
２
０
１
３
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
で
、
フ
ァ

ス
ト
フ
ァ
シ
ョ
ン
や
大
型
店
、
話
題

の
グ
ル
メ
な
ど
２
２
５
店
舗
が
出
店

し
て
い
る
大
型
シ
ョ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
の
視
察
先
「
新
開
地
」

地
区
で
は
新
開
地
周
辺
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
会
長
、
新
開
地
ま
ち
づ

く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
事
長
、
神
戸
新
開
地

商
店
街
協
同
組
合
理
事
長
の　

高　

四
代
（
た
か　

よ
ん
だ
い
）
様
と
新

開
地
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務
局

長　

藤
坂　

昌
弘
（
ふ
じ
さ
か　

ま

さ
ひ
ろ
）
様
か
ら
新
開
地
の
ま
ち
づ

く
り
の
歴
史
と
取
組
な
ど
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
街
中
を

視
察
し
ま
し
た
。
特
に
、
同
協
議
会

会
長
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
熱
い

想
い
が
伝
わ
り
大
変
有
意
義
な
視
察

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

◇

　

神
戸「
新
開
地
」地
区
は
、１
９
０
５

年
、旧
湊
川
を
埋
め
立
て
た
跡
地
に
自

然
発
生
的
に
生
ま
れ
、「
西
の
浅
草
」と

謳
わ
れ
る
全
国
有
数
の
娯
楽
の
メ
ッ
カ

で
あ
り
ま
し
た
が
、高
度
経
済
成
長
期

に
入
り
、市
役
所
や
、電
力
会
社
、ガ
ス

会
社
等
充
実
し
て
い
た
都
市
機
能
の
地

区
外
移
転
等
に
よ
り
、次
第
に
商
業
集

積
の
密
度
も
低
く
な
り
始
め
ま
し
た
。

１
９
７
０
年

代
に
は
、
毎

日
大
量
の
来

街
者
を
得
て

い
た
沿
岸
部

の
川
崎
重
工

の
工
場
が
移

転
・
縮
小
し
、

新
開
地
の
衰

退
、町
が
荒
れ

る
よ
う
に
な

り
、「
こ
わ
い
、

汚
い
、暗
い
＝

３
Ｋ
の
ま
ち
」

と
し
て
、市
民

の
足
が
遠
の

く
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
、

１
９
８
０
年

代
、「
こ
の
ま

　

去
る
11
月
26
日（
木
）、４
部
会（
建

設・工
業・サ
ー
ビ
ス・運
輸
）合
同
に
よ

る
視
察
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
雨
の
降
る
な
か
、３
３
名

の
参
加
者
が
午
前
８
時
に
ア
ス
ピ
ア
駐

車
場
を
出
発
。兵
庫
県
神
戸
市
に
あ

る
竹
中
大
工
道
具
館
へ
は
、午
前
10
時

30
分
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

竹
中
大
工
道
具
館
は
、日
本
で

唯
一の
大
工
道
具
の
博
物
館
と
し
て

１
９
８
４
年
、神
戸
市
中
山
手
に
開
館

後
、２
０
１
４
年
10
月
に
新
神
戸
駅
近

く
の
竹
中
工
務
店
ゆ
か
り
の
地
へ
と
移

転
。新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
博
物
館

は
、大
工
道
具
を
民
族
遺
産
と
し
て
収

集・保
存
し
、研
究
や
展
示
を
通
じ
て

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
運

営
さ
れ
て
お
り
、貴
重
な
道
具
の
展
示

や
世
界
中
の
大
工
道
具
の
歴
史
が
解

説
さ
れ
、参
加
者
は
大
工
道
具
の
変
遷

を
通
し
て
日
本「
和
」の
建
築
や
世
界

の
建
築
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、昼
食
を
は
さ
ん
で
、午
後
に

は
国
宝
姫
路
城
を
見
学
。２
０
１
５
年

３
月
大
天
守
保
存
修
理
工
事
が
完
了

（
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
）し
た
ば
か
り
の

姫
路
城
は
大
変
混
雑
し
て
い
ま
し
た

が
、姫
路
城
到
着
時
に
は
す
っ
か
り
雨

も
あ
が
り
、大
迫
力
の
姫
路
城
を
視

察
す
る
こ
と
が
で
き
、大
変
有
意
義
な

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

合
同
視
察
研
修
を
実
施

竹
中
大
工
道
具
館
・
国
宝
姫
路
城
を
視
察

食
品
商
業
・
総
合
商
業
部
会

４
部
会
合
同
視
察
研
修

ま
で
は
立
ち
い
か
な
く
な
る
」と
危
機

感
を
持
っ
た
地
元
の
商
店
主
た
ち
が
、

神
戸
市
の
条
例
に
基
づ
く
街
づ
く
り
団

体
と
し
て
、「
新
開
地
周
辺
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」を
結
成
。「
ア
ー
ト
」

と「
遊
び
」そ
し
て「
都
市
移
住
」の
３

本
柱
を
掲
げ
、再
生
の
活
動
を
進
め
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、様
々
な
問

題
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
矢
先
の

１
９
９
５
年
１
月
17
日
、阪
神
淡
路
大

震
災
に
よ
り
地
区
の
７
割
強
が
全
半
壊

し
、町
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
し

ま
い
ま
す
。し
か
し
、震
災
の
５
日
後
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員
会
が
救
援

テ
ン
ト
小
屋
で
行
わ
れ
、「
震
災
後
の
復

興
で
、目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
」を
確
認
し
、２
ヶ
月
で
地
区

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
て
神
戸
市

へ
提
出
。東
西
ア
ー
ケ
ー
ド
の
再
生
や
、

再
開
発
の
動
き
を
一
気
に
加
速
さ
せ
ま

し
た
。そ
の
後
、１
９
９
９
年
に
新
し
い

ま
ち
づ
く
り・地
区
再
生
の
取
り
組
み

組
織
と
し
て
、「
新
開
地
ま
ち
づ
く
り
Ｎ

Ｐ
Ｏ
」を
設
立
し
、現
在
も
ハ
ー
ド
、ソ
フ

ト
面
の
活
性
化
等
様
々
な
取
組
を
継
続

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
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秋
の
褒
章
で
、当
所
副
会
頭
　
亀
井
喜
久
雄
氏（
㈱
亀
井
商

事
代
表
取
締
役
）が
、業
界
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

亀
井
喜
久
雄
氏
、藍
綬
褒
章
を
受
章

　去る11月20日（金）、名張産業振興セン
ターアスピアにおいて、株式会社エスト・
コミュニケーションズ　代表取締役　弓
削徹氏を講師にお迎えし、消費税転嫁対
策事業の一環として「本当のウリが分か
れば必ず売れる！」セミナーを開催しまし
た。
　消費税引き上げ前は、駆け込み需要が
ありますが、反面、増税後の売上減少が
長引いたところも多いと聞かせていただ
いており、事業者が円滑・適正な価格転
嫁を実現するためには、転嫁拒否や、価
格表示方法、価格の決定方法、販路開

拓、価格競争力のある新商品開発、税務、
資金繰り等様々な観点を考える必要があ
るかと思います。
　そのような中、このセミナーでは、商品
開発から販路拡大までのマーケティング
戦略のほか、低コストで売上を伸ばす方
法などについて具体的な事例紹介や解説
があり、受講者からは、「自分の店に眠っ
ている「ウリ」などについて目からウロコ
な情報が沢山ありました」、「大変勉強に
なり、活かせるところは活かそうと思いま
す」等の声を聞くことができ、大変有意義
なセミナーとなりました。

消費税転嫁対策事業「本当のウリが分かれば
必ず売れる！」セミナーを開催

■新入会員企業のご紹介
平成27年8月1日から平成27年10月31日までに当所へご入会頂き、本紙への掲載をご了解頂きました皆様です。（ご入会日順）

事 業 所 名

（株）名張総合研究所

奏ｄｅ（カナデ）

豊岡溶工（株）

ＰＩＫＡＫＥ（ピカケ）

（同）アイコミュ

代表者名

野中　和夫

鈴木　健之

豊岡　顕典

中村　志帆

大西　恵美

所　　在　　地

名張市瀬古口３０－１

名張市桔梗が丘３－１－１１

名張市梅が丘南１－１５１

名張市桔梗が丘３－３－１５

名張市元町３７６イオン名張店３Ｆ

事 業 内 容

公営競技の場外発売場

婦人服、雑貨小売

機械部品・付帯品製造加工

エステサロン

パソコン教室
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　経営戦略構想力発揮のカギとなるマーケティング戦略の
基本的な考え方を学び、情報活用など様々な視点でアプ
ローチする戦略立案をワンシートで見える化し、演習を交
えながら、自社のマーケティング戦略を策定します。

【日　時】　1月19日（火）～21日（木） [3日間]
【会　場】　中小企業大学校　瀬戸校
　　　　　（愛知県瀬戸市川平町７９番地）
【受講料】　31,000円（税込）

【内　容】
　・マーケティング戦略の考え方
　・戦略立案のプロセスとその分析手法
　・自社のマーケティング戦略策定（演習）
【受講者の声】

・自分の考え方の偏りを自覚した。柔軟な考え方の引
き出し方を活用して業務に活かしたい。

・実際の自社の対策を検討する機会となり、今後の参
考となる戦略づくりが出来た。

★詳しくは、＜瀬戸校　検索＞もしくは、下記
http://www.smrj.go.jp/inst/seto/list/details2015
/090676.html

【主催、問合】　中小機構中部 中小企業大学校瀬戸校
　　　　　　　  TEL0561-48-3401

事業資金融資情報
日本政策金融公庫国民生活事業普通貸付（基準金利）…1.25〜3.00%

平成27年11月13日現在

小規模事業資金 ……………………………………………1.60％
平成27年11月１日現在

中小企業相談所

学 習 の

ひ ろ ば

　税金・会計のことでお悩み事はありませんか？		
　次の日程で相談会を実施いたしますので、お気軽にご
相談ください。						    
　なお、事前申し込み優先で、お一人30分程度の相談と
させていただきます。

【とき・ところ】
　　12月12日（土）13：30～16：30
　　ハイトピア伊賀3階

【対象者】
　　名張市・伊賀市　在住・在勤の方

【申込先・問い合わせ】
　　東海税理士会上野支部
　  （ハイトピア伊賀３階）
　　http://www.ict.ne.jp/~zei-ueno/	
　　☎51-0932（9:00～16:00）	

　偶数月（2 月以降）第 4 水曜日　13：30 ～ 16：30　三重
県よろず支援拠点からの派遣により専門コーディネーターによる
経営相談を行っております。
　12 月は、祝日にあたるため、24日（木）に変更となります。
　お気軽にご利用ください。（※事前予約制となっております）

三重県内の最低賃金
三 重 労 働 局
労働基準監督署

　三重県最低賃金

  時間額771円（平成27年10月１日発効）
「三重県最低賃金」は、県内の事業場で働くすべての労働者
に適用されます。臨時・パート・アルバイトなど雇用形態や年
齢を問いません。

東海税理士会上野支部より
無料税務相談会のご案内

12月　三重県よろず支援拠点無料経営相談日
変更のご案内

★中小企業大学校瀬戸校　おすすめ研修

「競合他社に打ち勝つ！マーケティング戦略」
～新たな視点で、いままでの常識を打ち破る～



自分史、冊子、ポスター、チラシ、
名刺、ハガキ等の印刷も承ります！
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　当所女性会（岡山啓子会長）は、11月18日（水）、若手後継
者等育成事業として講習会を開催しました。講師に遊書家の 
富峰山（とみほうざん） 氏を迎え、「出逢いに感謝」と題しお
話しいただきました。
　実践では、心のこもった
宛名の書き方のコツや美し
く見える文字の書き方を
教わりました。
　また、出逢いを通じて先
生の人生訓としてのお話の
中では、人の心を打つ挨
拶をし、お客様に感動を与
え、喜ばれる事をする。ま
た、お礼状はすぐに書き送
り、電話するなど、日々の
仕事に役立つお話を聞か
せていただきました。

　去る11月11日（水）、津
市にある河芸第１グラウ
ンドにて、三重県商工会
議所青年部連合会中勢
地区（亀山、津、上野、名
張）のＹＥＧメンバーが集まり、親睦・交流を深めるために、ソフトボ
ール交流会が行われました。
　11月11日は「ＹＥＧの日」とされており、地域の枠を超えた交流
を目的に行われたこのソフトボール交流会ですが、現役のYEG
メンバーだけでなく、OBの方々の参加もあり、白熱した試合展開
で大いに盛り上がりました。

　当所青年部は、11月28日
（土）、青蓮寺の「ロマンの森」
及び「Ｃａｆｅ Ａｄｒｉａｎｏ」にて、第
３回目となる婚活イベントを開催
しました。
　この婚活イベントは、名張市
在住もしくは名張市内勤務で
２５歳以上～５０歳以下の男性と、名張市外・伊賀市外に在住の
２０歳以上～４５歳以下の女性を募集し、将来的な名張市の人
口増加と地域経済の活性化、女性参加者には名張市のＰＲを目
的に開催。男女各１８名の参加者は、午前１１時頃から午後５時
３０分頃までの長時間に渡りイベントを楽しみました。
　当日はこれ以上ない好天に恵まれ、女性参加者は名張商工
会議所青年部婚活イベント恒例となっている、縁結びで有名な
青蓮寺の国津神社を参拝後、ロマンの森にて男性参加者と対
面し、田中直樹会長の挨拶後、回転すし形式の自己紹介トーク
やゲームを通じて参加者同士の距離を縮めました。
　昼食では、Ｃａｆｅ Ａｄｒｉａｎｏで本格イタリアンの料理やドルチェを
食べながら、同じグループで固まらないよう工夫をし、より多くの参
加者とお話をしていただきました。また終盤には、フリータイムと回
転すし形式アピールトークをしてから、意中の相手とのカップリン
グとなりました。
　カップリングの結果としては、最終的に７組ものカップルが誕生
し、各地で行われる婚活イベントで１０％のカップリングが成功と
言われるなか、４０％ものカップリングが実現しました。
　青年部では、今後も地域と企業のＰＲと活性化について様々
な事業を展開して参りますとともに、業種・業態を超えた連携のな
かで新たなシーズとニーズを形にする事業を企画・実践して参り
ます。

　去る11月8日（日）、
「東海ブロックＹＥＧと
若鯱会との交流事業ｉｎ
赤目」が開催され、愛知
県・岐阜県・三重県下の
商工会議所青年部と名
古屋商工会議所若鯱会
の会員総勢100名が、名
張市赤目町にある忍者の
森及び赤目四十八滝キャ
ンプ場において交流を深
めました。
　同事業は、愛知県・岐
阜県・三重県下の商工会
議所青年部で構成する東海ブロック商工会議所青年部連合
会（東海ブロックＹＥＧ）と名古屋商工会議所若鯱会との交
流を目的に例年開催されており、本年は名張商工会議所青年
部より出向中の土井交流委員長を軸とした企画が名張市にお
いて実施されました。
　名張商工会議所青年部では、来年の三重県商工会議所青
年部連合会の主管を見据え、一致団結のもと交流や研鑽事業
に取り組み、地域貢献と企業発展に寄与して参ります。

青年部
「名古屋商工会議所若鯱会と東海ブロック
ＹＥＧ交流事業」を名張市で開催

名張商工会議所女性会
若手後継者等育成事業 講習会を実施

三重県商工会議所青年部連合会
中勢地区4単会ソフトボール交流会を開催

名張商工会議所青年部

婚活イベントを開催
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　2015年度冬季の電力需給は、直近の経済成長の伸び、企業や家庭における節電の定着などを織り込んだ上で、いずれの電力
会社においても安定供給に最低限必要とされる予備率３％以上を確保できる見通しです。他方、大規模な発電所のトラブルが発
生した場合、安定供給ができない可能性が懸念されます。
　政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努力をして参ります。安定的に電気を供給するため、大変なご
迷惑をおかけしますが、以下のとおり節電のご協力をお願い申し上げます。

■節電をお願いしたい期間・時間・節電目標
○2015年度冬季の節電要請期間等

12月１日（火）から３月31日（木）までの平日（12/29～31を除く）９：00－21：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数値目標なしの節電※

　　※節電をお願いする期間・時間帯において、無理のない範囲での節電をお願いします。
　　※数値目標なしの節電については、一つの目安として定着節電として見込まれている定着節電値を参考としてください。

（参考）今冬の定着節電見込み（2010年度比）

日本政策金融公庫及び三重県信用保証協会　年末年始休業日のお知らせ
　日本政策金融公庫及び三重県信用保証協会の年末年始休業日をご案内致します。年末・年始での運転・設備資金借り入れ
をご希望の場合は、休業日をご確認のうえ、早目のご準備とご連絡をお願い致します。

《年末年始休業日》　平成２７年１２月３１日（木）～平成２８年１月４日（月）

年末年始休業・休館のお知らせ
　日頃は、名張商工会議所並びに名張産業振興センターアスピアの運営にご理解、ご協力を頂き、誠に有難うございます。
　年末年始の当所休業日並びに名張産業振興センターの休館日は下記の通りとなりますので、ご確認をお願い致します。
　来年も変わらずご愛顧のほど、何卒宜しくお願い致します。

《年末年始休業並びに休館日》
　商工会議所休業日：平成27年12月29日（火）～平成28年1月3日（日）
　産業振興センター休館日：平成27年12月28日（月）～平成28年1月3日（日）

2015年度冬季の節電へのご協力のお願い

事業者の皆様への節電のご協力のお願い

東北

▲ 2.1％

北陸

▲ 1.9％

中部

▲ 2.8％

四国

▲ 4.8％

東京

▲ 7.8％

中国

▲ 1.3％

関西

▲ 3.8％

九州

▲ 2.8％


